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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数のサブフィールドの発光および非発光の状態の組み合わせにより複数の階調レベルが
表示される表示装置であって、
　第１の方向に配列された複数のアドレス電極と、
　前記第１の方向と交差する第２の方向に沿って配列された複数のスキャン電極と、
　前記第２の方向に沿って配列された複数のサステイン電極と、
　前記複数のアドレス電極、前記複数のスキャン電極および前記複数のサステイン電極の
交点に設けられた複数の放電セルと、
　前記複数のサブフィールドのうちの第１のサブフィールドにおいて複数の放電セルの数
に対する同時に点灯させる放電セルの数の割合を検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出された同時に点灯させる放電セルの数の割合が予め設定された
しきい値を超える場合に前記複数のサブフィールドのうちの第２のサブフィールドのアド
レス期間において前記複数のアドレス電極を放電が発生しない一定の電位に保持する電位
保持手段とを備え、
　前記第２のサブフィールドは、前記第１のサブフィールドの重み付け量よりも小さい重
み付け量を有するサブフィールドである、表示装置。
【請求項２】
複数のサブフィールドの発光および非発光の状態の組み合わせにより複数の階調レベルが
表示される表示装置であって、
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　第１の方向に配列された複数のアドレス電極と、
　前記第１の方向と交差する第２の方向に沿って配列された複数のスキャン電極と、
　前記第２の方向に沿って配列された複数のサステイン電極と、
　前記複数のアドレス電極、前記複数のスキャン電極および前記複数のサステイン電極の
交点に設けられた複数の放電セルと、
　前記複数のサブフィールドのうちの第１のサブフィールドにおいて複数の放電セルのう
ち同時に点灯させる放電セルの数を検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出された同時に点灯させる放電セルの数が予め設定されたしきい
値を超える場合に前記複数のサブフィールドのうちの第２のサブフィールドのアドレス期
間において前記複数のアドレス電極を放電が発生しない一定の電位に保持する電位保持手
段とを備え、
　前記第２のサブフィールドは、前記第１のサブフィールドの重み付け量よりも小さい重
み付け量を有するサブフィールドである、表示装置。
【請求項３】
前記一定電位は、接地電位である、請求項１または請求項２のいずれかに記載の表示装置
。
【請求項４】
前記第１のサブフィールドは、前記複数のサブフィールドの発光および非発光の状態の組
み合わせを階調レベルが増加する順に並べた場合に最後に発光の状態となるサブフィール
ドである、請求項１または請求項２のいずれかに記載の表示装置。
【請求項５】
前記第１のサブフィールドは、１フィールドの複数のサブフィールドのなかで最も大きい
重み付け量を有するサブフィールドである、請求項１または請求項２のいずれかに記載の
表示装置。
【請求項６】
前記第２のサブフィールドは、１フィールドの複数のサブフィールドのなかで最も小さい
重み付け量を有するサブフィールドである、請求項１または請求項２のいずれかに記載の
表示装置。
【請求項７】
第１の方向に配列された複数のアドレス電極と、前記第１の方向と交差する第２の方向に
沿って配列された複数のスキャン電極と、前記第２の方向に沿って配列された複数のサス
テイン電極と、前記複数のアドレス電極、前記複数のスキャン電極および前記複数のサス
テイン電極の交点に設けられた複数の放電セルとを備えた表示装置の駆動方法であって、
　複数のサブフィールドのうちの第１のサブフィールドにおいて複数の放電セルの数に対
する同時に点灯させる放電セルの数の割合を検出するステップと、
　前記検出された同時に点灯させる放電セルの数の割合が予め設定されたしきい値を超え
る場合に前記複数のサブフィールドのうちの第２のサブフィールドのアドレス期間におい
て前記複数のアドレス電極を放電が発生しない一定の電位に保持するステップとを備え、
　前記複数のサブフィールドの発光および非発光の状態の組み合わせにより複数の階調レ
ベルが表示され、
　前記第２のサブフィールドは、前記第１のサブフィールドの重み付け量よりも小さい重
み付け量を有するサブフィールドである、表示装置の駆動方法。
【請求項８】
第１の方向に配列された複数のアドレス電極と、前記第１の方向と交差する第２の方向に
沿って配列された複数のスキャン電極と、前記第２の方向に沿って配列された複数のサス
テイン電極と、前記複数のアドレス電極、前記複数のスキャン電極および前記複数のサス
テイン電極の交点に設けられた複数の放電セルとを備えた表示装置の駆動方法であって、
　複数のサブフィールドのうちの第１のサブフィールドにおいて複数の放電セルのうち同
時に点灯させる放電セルの数を検出するステップと、
　前記検出された同時に点灯させる放電セルの数が予め設定されたしきい値を超える場合
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に前記複数のサブフィールドのうちの第２のサブフィールドのアドレス期間において前記
複数のアドレス電極を放電が発生しない一定の電位に保持するステップとを備え、
　前記複数のサブフィールドの発光および非発光の状態の組み合わせにより複数の階調レ
ベルが表示され、前記第２のサブフィールドは、前記第１のサブフィールドの重み付け量
よりも小さい重み付け量を有するサブフィールドである、表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放電を制御することにより画像を表示する表示装置およびその駆動方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ＰＤＰ（プラズマディスプレイパネル）を用いたプラズマディスプレイ装置は、薄型化
および大画面化が可能であるという利点を有する。このプラズマディスプレイ装置では、
ガス放電の際の発光を利用することにより画像を表示している。
【０００３】
　（Ａ）ＡＣ型ＰＤＰの放電セル
　図１３は、ＡＣ型ＰＤＰにおける放電セルの駆動方法を説明するための図である。図１
３に示すように、ＡＣ型ＰＤＰの放電セルにおいては、対向する電極３０１，３０２の表
面がそれぞれ誘電体層３０３，３０４で覆われている。
【０００４】
　図１３（ａ）に示すように、電極３０１，３０２間に放電開始電圧よりも低い電圧を印
加した場合には、放電が起こらない。
【０００５】
　図１３（ｂ）に示すように、電極３０１，３０２間に放電開始電圧よりも高いパルス状
の電圧（書き込みパルス）を印加すると、放電が発生する。放電が発生すると、負電荷は
電極３０１の方向に進んで誘電体層３０３の壁面に蓄積され、正電荷は電極３０２の方向
に進んで誘電体層３０４の壁面に蓄積される。誘電体層３０３，３０４の壁面に蓄積され
た電荷を壁電荷と呼ぶ。また、この壁電荷により誘起された電圧を壁電圧と呼ぶ。
【０００６】
　図１３（ｃ）に示すように、誘電体層３０３の壁面には負の壁電荷が蓄積され、誘電体
層３０４の壁面には正の壁電荷が蓄積される。この場合、壁電圧の極性は、外部印加電圧
の極性と逆向きであるため、放電の進行に従って放電空間内における実効電圧が低下し、
放電は自動的に停止する。
【０００７】
　図１３（ｄ）に示すように、外部印加電圧の極性を反転させると、壁電圧の極性が外部
印加電圧の極性と同じ向きになるため、放電空間内における実効電圧が高くなる。実効電
圧が放電開始電圧を超えると、逆極性の放電が発生する。それにより、正電荷が電極３０
１の方向に進み、すでに誘電体層３０３に蓄積されている負の壁電荷を中和し、負電荷が
電極３０２の方向に進み、すでに誘電体層３０４に蓄積されている正の壁電荷を中和する
。
【０００８】
　そして、図１３（ｅ）に示すように、誘電体層３０３，３０４の壁面にそれぞれ正およ
び負の壁電荷が蓄積される。この場合、壁電圧の極性が外部印加電圧の極性と逆向きであ
るため、放電の進行に従って放電空間内における実効電圧が低下し、放電が停止する。
【０００９】
　さらに、図１３（ｆ）に示すように、外部印加電圧の極性を反転させると、逆極性の放
電が発生し、負電荷は電極３０１の方向に進み、正電荷は電極３０２の方向に進み、図１
３（ｃ）の状態に戻る。
【００１０】
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　このように、放電開始電圧よりも高い書き込みパルスを印加することにより一旦放電が
開始された後は、壁電荷の働きにより放電開始電圧よりも低い外部印加電圧（維持パルス
）の極性を反転させることにより放電を持続させることができる。書き込みパルスを印加
することにより放電を開始させることをアドレス放電と呼び、アドレス放電を行う期間を
アドレス期間と呼び、交互に反転する維持パルスを印加することにより放電を持続させる
ことを維持放電と呼び、維持放電を行う期間を維持期間と呼ぶ。
【００１１】
　（Ｂ）ＰＤＰの構成
　図１４は、従来のＡＣ型プラズマディスプレイ装置の基本構成を示すブロック図である
。
【００１２】
　図１４のプラズマディスプレイ装置は、Ａ／Ｄコンバータ（アナログ・デジタル変換器
）１、映像信号－サブフィールド対応付け器２、サブフィールド処理器３、データドライ
バ４、スキャンドライバ５、サステインドライバ６およびＰＤＰ（プラズマディスプレイ
パネル）７を備える。
【００１３】
　Ａ／Ｄコンバータ１には、アナログの映像信号ＶＤが入力される。Ａ／Ｄコンバータ１
は、映像信号ＶＤをデジタルの画像データに変換し、映像信号－サブフィールド対応付け
器２へ出力する。映像信号－サブフィールド対応付け器２は、１フィールドを複数のサブ
フィールドに分割して表示するため、１フィールドの画像データから各サブフィールドの
画像データＳＰを生成し、サブフィールド処理器３へ出力する。
【００１４】
　サブフィールド処理器３は、サブフィールドごとの画像データＳＰからデータドライバ
駆動制御信号ＤＳ、スキャンドライバ駆動制御信号ＣＳおよびサステインドライバ駆動制
御信号ＵＳを生成し、それぞれデータドライバ４、スキャンドライバ５およびサステイン
ドライバ６へ出力する。
【００１５】
　ＰＤＰ７は、複数のアドレス電極（データ電極）１１、複数のスキャン電極（走査電極
）１２および複数のサステイン電極（維持電極）１３を含む。複数のアドレス電極１１は
、画面の垂直方向に配列され、複数のスキャン電極１２および複数のサステイン電極１３
は、画面の水平方向に配列されている。また、複数のサステイン電極１３は、共通に接続
されている。
【００１６】
　アドレス電極１１、スキャン電極１２およびサステイン電極１３の各交点には、放電セ
ル１４が形成され、各放電セル１４が画面上の画素を構成する。
【００１７】
　データドライバ４は、ＰＤＰ７の複数のアドレス電極１１に接続されている。スキャン
ドライバ５は、各スキャン電極１２ごとに設けられた駆動回路を内部に備え、各駆動回路
がＰＤＰ７の対応するスキャン電極１２に接続されている。サステインドライバ６は、Ｐ
ＤＰ７の複数のサステイン電極１３に接続されている。
【００１８】
　データドライバ４は、データドライバ駆動制御信号ＤＳに従い、アドレス期間において
、画像データＳＰに応じてＰＤＰ７の該当するアドレス電極１１にデータパルスを印加す
る。スキャンドライバ５は、スキャンドライバ駆動制御信号ＣＳに従い、アドレス期間に
おいて、シフトパルスを垂直走査方向にシフトしつつＰＤＰ７の複数のスキャン電極１２
に書き込みパルスを順に印加する。これにより、該当する放電セル１４においてアドレス
放電が行われる。
【００１９】
　また、スキャンドライバ５は、スキャンドライバ駆動制御信号ＣＳに従い、維持期間に
おいて、周期的な維持パルスをＰＤＰ７の複数のスキャン電極１２に印加する。一方、サ
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ステインドライバ６は、サステインドライバ駆動制御信号ＵＳに従い、維持期間において
、ＰＤＰ７の複数のサステイン電極１３に、スキャン電極１２の維持パルスに対して１８
０°位相のずれた維持パルスを同時に印加する。これにより、該当する放電セル１４にお
いて維持放電が行われる。
【００２０】
　（Ｃ）３電極面放電セル
　図１５は、図１４の放電セル１４の模式的断面図である。
【００２１】
　図１５に示す放電セル１４においては、表面ガラス基板２０１上に対になるスキャン電
極１２およびサステイン電極１３が画面の水平方向に形成され、それらのスキャン電極１
２およびサステイン電極１３は、透明誘電体層２０２および保護層２０３で覆われている
。一方、表面ガラス基板２０１に対向する裏面ガラス基板２０４上にはアドレス電極１１
が画面の垂直方向に形成され、アドレス電極１１上には透明誘電体層２０５が形成されて
いる。透明誘電体層２０５上には蛍光体２０６が塗布されている。
【００２２】
　この放電セル１４では、アドレス電極１１とスキャン電極１２との間に書き込みパルス
を印加することによりアドレス電極１１とスキャン電極１２との間でアドレス放電が発生
した後、スキャン電極１２とサステイン電極１３との間に交互に反転する周期的な維持パ
ルスを印加することによりスキャン電極１２とサステイン電極１３との間で維持放電が行
われる。
【００２３】
　（Ｄ）階調表示駆動方式
　ＡＣ型ＰＤＰにおける階調表示駆動方式としては、アドレス放電を行うアドレス期間と
維持放電を行う維持期間とを分離して放電セルを放電させるＡＤＳ（Ａｄｄｒｅｓｓ　ａ
ｎｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ－ｐｅｒｉｏｄ　Ｓｅｐａｒａｔｅｄ；アドレス・表示期間分離）
方式が用いられている（例えば、特許文献１参照）。
【００２４】
　図１６は、ＡＤＳ方式を説明するための図である。図１６の縦軸は第１ラインから第ｍ
ラインまでのスキャン電極の走査方向（垂直走査方向）を示し、横軸は時間を示す。
【００２５】
　ＡＤＳ方式では、１フィールド（１／６０秒＝１６．６７ｍｓ）を複数のサブフィール
ドに時間的に分割する。例えば、８ビットで２５６階調表示を行う場合には、１フィール
ドを８つのサブフィールドに分割する。また、各サブフィールドは、点灯セル選択のため
のアドレス放電が行われるアドレス期間と、表示のための維持放電が行われる維持期間（
発光期間）とに分割される。
【００２６】
　図１６の例では、１フィールドが４つのサブフィールドＳＦ１，ＳＦ２，ＳＦ３および
ＳＦ４に時間的に分割されている。サブフィールドＳＦ１はアドレス期間ＡＤ１と維持期
間ＳＵＳ１とに分離され、サブフィールドＳＦ２はアドレス期間ＡＤ２と維持期間ＳＵＳ
２とに分離され、サブフィールドＳＦ３はアドレス期間ＡＤ３と維持期間ＳＵＳ３とに分
離され、サブフィールドＳＦ４はアドレス期間ＡＤ４と維持期間ＳＵＳ４とに分離されて
いる。
【００２７】
　ＡＤＳ方式では、各サブフィールドで第１ラインから第ｍラインまでＰＤＰの全面にア
ドレス放電による走査が行われ、ＰＤＰの全面のアドレス放電の終了時に維持放電が行わ
れる。
【００２８】
　このＡＤＳ方式では、ＰＤＰの放電セルを点灯させる維持期間を選択することにより階
調表示を行うことができる。
【００２９】
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　（Ｅ）各電極の駆動電圧
　図１７は、図１４のＰＤＰ７の各電極に印加される駆動電圧の一例を示すタイミングチ
ャートである。
【００３０】
　初期化期間には、複数のスキャン電極１２に初期セットアップパルスＰｓｅｔが同時に
印加される。その後、アドレス期間において、複数のスキャン電極１２に書き込みパルス
Ｐｗが順に印加され、この書き込みパルスＰｗに同期してデータパルスＰｄａが選択され
たアドレス電極１１に印加される。これにより、ＰＤＰ７の選択された放電セル１４にお
いて順次アドレス放電が起こる。
【００３１】
　次に、維持期間において、複数のスキャン電極１２に維持パルスＰｓｃが周期的に印加
され、サステイン電極１３に維持パルスＰｓｕが周期的に印加される。維持パルスＰｓｕ
の位相は、維持パルスＰｓｃの位相に対して１８０°ずれている。これにより、アドレス
期間でアドレス放電した放電セル１４において維持放電が起こる。その結果、放電セル１
４が点灯し、ＰＤＰ７に画像が表示される。
【００３２】
　ここで、各アドレス電極１１に印加されるデータパルスＰｄａについてさらに詳細に説
明する。
【００３３】
　図１８は、サブフィールドＳＦ１における各放電セル１４の点灯状態の一例を示した模
式図である。図１８では、サブフィールドＳＦ１において、各アドレス電極１１ａ～１１
ｄ上に設けられた４つの放電セル１４の状態が、上から「非点灯」、「点灯」、「非点灯
」および「点灯」である例が示されている。なお、図１８においては、図１４のＰＤＰ７
の一部のみが示されている。
【００３４】
　図１９は、ＰＤＰ７の放電セル１４が図１８の状態である場合に、サブフィールドＳＦ
１のアドレス期間においてアドレス電極１１ａおよびスキャン電極１２ａ～１２ｄに印加
される駆動電圧の一例を示したタイミングチャートである。
【００３５】
　放電セル１４がサブフィールドＳＦ１において図１８の状態を示す場合、図１９に示す
ように、アドレス電極１１ａには、スキャン電極１２ｂに印加される書き込みパルスＰｗ
に同期してデータパルスＰｄａが印加され、スキャン電極１２ｄに印加される書き込みパ
ルスＰｗに同期してデータパルスＰｄａが印加される。それにより、図１８のアドレス電
極１１ａとスキャン電極１２ｂとの交点上の放電セル１４およびアドレス電極１１ａとス
キャン電極１２ｄとの交点上の放電セル１４においてそれぞれアドレス放電が発生し、維
持期間においてそれらの放電セル１４が点灯する。
【００３６】
　同様にして、アドレス電極１１ｂ～１１ｄにも、スキャン電極１２ｂ，１２ｄに印加さ
れる書き込みパルスＰｗに同期してデータパルスＰｄａが印加される（図示せず）。それ
により、スキャン電極１２ｂ，１２ｄ上の放電セル１４にそれぞれアドレス放電が発生し
、維持期間においてそれらの放電セル１４が点灯する。
【００３７】
　ところで、各電極に印加されるデータパルスの立ち上がり時および立ち下り時には、電
力が消費される。そのため、データパルスの立ち上がりおよび立ち下がりの回数に比例し
て消費電力が増加する。
【００３８】
　そこで、従来より、データパルスの立ち上がり時および立ち下がり時に消費される電力
を低減するための種々の方法が提案されている。
【００３９】
　例えば、特許文献２に記載されているプラズマディスプレイパネル表示装置の駆動制御
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装置においては、画像ビット情報が全く存在しないサブフィールドに対しては、リセット
期間、アドレス期間および維持期間の駆動パルスを停止している。それにより、消費電力
を低減していることが記載されている。
【００４０】
　特許文献３に記載されているプラズマディスプレイパネルの駆動方法においては、所定
のサブフレームにおいて点灯画素が全く無い行電極群に対する駆動パルスの供給を停止し
ている。それにより、消費電力を低減していることが記載されている。
【００４１】
　特許文献４に記載されているプラズマディスプレイパネル駆動装置においては、表示デ
ータが無いサブフィールドに対しては、初期化期間、書き込み期間および維持期間の駆動
動作を停止している。それにより、消費電力を低減していることが記載されている。
【００４２】
　ここで、図１８および図１９の例のように、各アドレス電極上の複数の放電セルが交互
に点灯状態および非点灯状態となる場合には、データパルスの立ち上がりおよび立ち下が
りの回数が多くなるため消費電力が特に増加する。
【００４３】
　しかしながら、上記特許文献２～４に記載されている方法は、放電セルが非点灯状態と
なるサブフィールドに対してはサブフィールドの全ての駆動パルスが止められるために有
効であるが、放電セルが点灯状態となるサブフィールドにおいて消費される電力を低減す
ることはできない。そのため、上記のように放電セルが交互に点灯状態および非点灯状態
となる場合には、消費電力を十分に低減することができない。
【００４４】
　一方、特許文献５に記載されているプラズマ表示方法においては、表示データを変移パ
ターンで監視することによりデータドライバの消費電力を予測し、予測した消費電力が大
きい場合には、サブフィールドを削減する駆動を行っている。この場合、放電セルが非点
灯状態となるサブフィールドにおいても消費電力を低減することができることが記載され
ている。
【特許文献１】特開２０００－２１４８２３号公報
【特許文献２】特開平１０－１７７３６５号公報
【特許文献３】特開平１０－２１４０５８号公報
【特許文献４】特開２０００－９８９７２号公報
【特許文献５】特開２０００－６６６３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００４５】
　しかしながら、上記特許文献５に記載されている方法においては、データ電極ドライバ
の消費電力を表示のパターンで監視しているため、特定の表示パターンの場合でのみしか
消費電力の削減が図られない。例えば、一画面の表示する画素数が同じであっても、表示
の変移パターンによっては消費電力の削減が図られる場合と図られない場合とがある。つ
まり、上記特許文献５の方法においては、表示パターンによっては消費電力を十分に低減
することができない場合がある。
【００４６】
　本発明の目的は、画質の劣化を防止しつつ様々な表示パターンにおいて消費電力を十分
に低減させることが可能な表示装置およびその駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００４７】
　本発明の一局面に従う表示装置は、複数のサブフィールドの発光および非発光の状態の
組み合わせにより複数の階調レベルが表示される表示装置であって、第１の方向に配列さ
れた複数のアドレス電極と、第１の方向と交差する第２の方向に沿って配列された複数の
スキャン電極と、第２の方向に沿って配列された複数のサステイン電極と、複数のアドレ
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ス電極、複数のスキャン電極および複数のサステイン電極の交点に設けられた複数の放電
セルと、複数のサブフィールドのうちの第１のサブフィールドにおいて複数の放電セルの
数に対する同時に点灯させる放電セルの数の割合を検出する検出手段と、検出手段により
検出された同時に点灯させる放電セルの数の割合が予め設定されたしきい値を超える場合
に複数のサブフィールドのうちの第２のサブフィールドのアドレス期間において複数のア
ドレス電極を放電が発生しない一定の電位に保持する電位保持手段とを備え、第２のサブ
フィールドは、第１のサブフィールドの重み付け量よりも小さい重み付け量を有するサブ
フィールドであるものである。
　本発明の他の局面に従う表示装置は、複数のサブフィールドの発光および非発光の状態
の組み合わせにより複数の階調レベルが表示される表示装置であって、第１の方向に配列
された複数のアドレス電極と、第１の方向と交差する第２の方向に沿って配列された複数
のスキャン電極と、第２の方向に沿って配列された複数のサステイン電極と、複数のアド
レス電極、複数のスキャン電極および複数のサステイン電極の交点に設けられた複数の放
電セルと、複数のサブフィールドのうちの第１のサブフィールドにおいて複数の放電セル
のうち同時に点灯させる放電セルの数を検出する検出手段と、検出手段により検出された
同時に点灯させる放電セルの数が予め設定されたしきい値を超える場合に複数のサブフィ
ールドのうちの第２のサブフィールドのアドレス期間において複数のアドレス電極を放電
が発生しない一定の電位に保持する電位保持手段とを備え、第２のサブフィールドは、第
１のサブフィールドの重み付け量よりも小さい重み付け量を有するサブフィールドである
ものである。
【００４８】
　上記の表示装置においては、複数の階調レベルは、複数のサブフィールドの発光および
非発光の状態の組み合わせにより表示される。
【００４９】
　複数のアドレス電極が第１の方向に配列され、複数のスキャン電極が第１の方向と交差
する第２の方向に沿って配列され、複数のサステイン電極が第２の方向に沿って配列され
、複数のアドレス電極、複数のスキャン電極および複数のサステイン電極の交点に複数の
放電セルが設けられる。
【００５０】
　検出手段により、第１のサブフィールドにおいて複数の放電セルの数に対する同時に点
灯させる放電セルの数の割合または複数の放電セルのうち同時に点灯させる放電セルの数
が検出される。そして、検出された値に応じて第２のサブフィールドのアドレス期間にお
いてアドレス電極が電位保持手段により一定の電位に保持される。
【００５１】
　第２のサブフィールドは、第１のサブフィールドの重み付け量よりも小さい重み付け量
を有するサブフィールドである。この場合、第１のサブフィールドにおいて点灯する放電
セルの数が多くなると画像の平均輝度レベルが高くなり、第２のサブフィールドの発光お
よび非発光の輝度レベルの差が判別しにくくなる。
【００５２】
　本発明によれば、検出手段により検出された値に応じて第２のサブフィールドのアドレ
ス期間においてアドレス電極の電位が一定に保持される。それにより、第２のサブフィー
ルドのアドレス期間においてアドレス電極に印加されるパルスの立ち上がりおよび立ち下
がりの回数が少なくなるので、当該パルスの立ち上がり時および立ち下がり時に消費され
る電力を低減することができる。
【００５３】
　一方、第２のサブフィールドのアドレス期間においてアドレス電極の電位が一定に保持
されることにより、表示すべき画像にかかわらず第２のサブフィールドにおいて全ての放
電セルが発光状態または非発光状態になるので、画像の輝度レベルに誤差が生じるが、第
１のサブフィールドにおいて複数の放電セルの数に対する同時に点灯させる放電セルの数
の割合または複数の放電セルのうち同時に点灯させる放電セルの数が予め設定されたしき



(9) JP 4772033 B2 2011.9.14

10

20

30

40

50

い値を超える場合には、画像の平均輝度レベルが高くなる。したがって、第２のサブフィ
ールドの発光および非発光の輝度レベルの差が判別しにくくなるため、画質の劣化はほと
んど生じない。これらの結果、画質の劣化を防止しつつ表示装置の消費電力を十分に低減
させることが可能になる。
【００５４】
　また、第１のサブフィールドにおいて複数の放電セルの数に対する同時に点灯させる放
電セルの数の割合または複数の放電セルのうち同時に点灯させる放電セルの数に基づいて
アドレス電極の電位が制御されるので、表示パターンに関係なく消費電力を低減すること
ができる。つまり、様々な表示パターンにおいて表示装置の消費電力を十分に低減するこ
とができる。
【００５９】
　一定電位は、接地電位であってもよい。この場合、第２のサブフィールドのアドレス期
間においてアドレス電極にパルスが印加されないので、消費電力を十分に低減することが
できる。
【００６０】
　第１のサブフィールドは、複数のサブフィールドの発光および非発光の状態の組み合わ
せを階調レベルが増加する順に並べた場合に最後に発光の状態となるサブフィールドであ
ってもよい。
【００６１】
　この場合、第１のサブフィールドが発光する際には、階調レベルが高くなる。したがっ
て、第１のサブフィールドにおいて同時に点灯させる放電セルの割合または同時に点灯さ
せる放電セルの数が予め設定されたしきい値を超える場合には、画像の平均輝度レベルが
高くなり、第２のサブフィールドにおける放電セルの発光または非発光による輝度レベル
の差が判別しにくくなる。それにより、画質の劣化を防止しつつ消費電力を低減させるこ
とが可能になる。
【００６２】
　第１のサブフィールドは、１フィールドの複数のサブフィールドのなかで最も大きい重
み付け量を有するサブフィールドであってもよい。なお、重み付け量は、維持期間におけ
るスキャン電極またはサステイン電極に印加される維持パルス数、または維持パルスの周
期に基づくものである。
【００６３】
　この場合、第１のサブフィールドが発光する際には、階調レベルが高くなる。したがっ
て、第１のサブフィールドにおいて同時に点灯させる放電セルの割合または同時に点灯さ
せる放電セルの数が予め設定されたしきい値を超える場合には、画像の平均輝度レベルが
高くなり、第２のサブフィールドにおける放電セルの発光または非発光による輝度レベル
の差が判別しにくくなる。それにより、画質の劣化を防止しつつ消費電力を低減させるこ
とが可能になる。
【００６４】
　各フィールドの複数のサブフィールドは、重み付け量が増加する順に時間軸上で配置さ
れてもよい。この場合、第１のサブフィールドは後方に位置するサブフィールドであるこ
とが好ましい。
【００６５】
　各フィールドは、時間軸上で複数の範囲に区分され、複数の範囲の各々において複数の
サブフィールドは重み付け量が増加する順に時間軸上で配置されてもよい。
【００６６】
　この場合、表示フリッカーおよび動画擬似輪郭を防止することができる。
【００６７】
　第２のサブフィールドは、１フィールドの複数のサブフィールドのなかで最も小さい重
み付け量を有するサブフィールドであってもよい。
【００６８】
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　この場合、第２のサブフィールドの発光または非発光の輝度レベルの差が判別しにくく
なるので、画質の劣化を十分に防止することができる。
【００６９】
　本発明のさらに他の局面に従う表示装置の駆動方法は、第１の方向に配列された複数の
アドレス電極と、第１の方向と交差する第２の方向に沿って配列された複数のスキャン電
極と、第２の方向に沿って配列された複数のサステイン電極と、複数のアドレス電極、複
数のスキャン電極および複数のサステイン電極の交点に設けられた複数の放電セルとを備
えた表示装置の駆動方法であって、複数のサブフィールドのうちの第１のサブフィールド
において複数の放電セルの数に対する同時に点灯させる放電セルの数の割合を検出するス
テップと、検出された同時に点灯させる放電セルの数の割合が予め設定されたしきい値を
超える場合に複数のサブフィールドのうちの第２のサブフィールドのアドレス期間におい
て複数のアドレス電極を放電が発生しない一定の電位に保持するステップとを備え、複数
のサブフィールドの発光および非発光の状態の組み合わせにより複数の階調レベルが表示
され、第２のサブフィールドは、第１のサブフィールドの重み付け量よりも小さい重み付
け量を有するサブフィールドであるものである。
　本発明のさらに他の局面に従う表示装置の駆動方法は、第１の方向に配列された複数の
アドレス電極と、第１の方向と交差する第２の方向に沿って配列された複数のスキャン電
極と、第２の方向に沿って配列された複数のサステイン電極と、複数のアドレス電極、複
数のスキャン電極および複数のサステイン電極の交点に設けられた複数の放電セルとを備
えた表示装置の駆動方法であって、複数のサブフィールドのうちの第１のサブフィールド
において複数の放電セルのうち同時に点灯させる放電セルの数を検出するステップと、検
出された同時に点灯させる放電セルの数が予め設定されたしきい値を超える場合に複数の
サブフィールドのうちの第２のサブフィールドのアドレス期間において複数のアドレス電
極を放電が発生しない一定の電位に保持するステップとを備え、複数のサブフィールドの
発光および非発光の状態の組み合わせにより複数の階調レベルが表示され、第２のサブフ
ィールドは、第１のサブフィールドの重み付け量よりも小さい重み付け量を有するサブフ
ィールドである。
【００７０】
　上記の表示装置の駆動方法においては、第１のサブフィールドにおいて複数の放電セル
の数に対する同時に点灯させる放電セルの数の割合または複数の放電セルのうち同時に点
灯させる放電セルの数が検出される。そして、検出された値に応じて第２のサブフィール
ドのアドレス期間においてアドレス電極が一定の電位に保持される。
【００７１】
　複数の階調レベルは、複数のサブフィールドの発光および非発光の状態の組み合わせに
より表示される。第２のサブフィールドは、第１のサブフィールドの重み付け量よりも小
さい重み付け量を有するサブフィールドである。この場合、第１のサブフィールドにおい
て点灯する放電セルの数が多くなると画像の平均輝度レベルが高くなり、第２のサブフィ
ールドの発光および非発光の輝度レベルの差が判別しにくくなる。
【００７２】
　本発明によれば、検出された値に応じて第２のサブフィールドのアドレス期間において
アドレス電極の電位が一定に保持される。それにより、第２のサブフィールドのアドレス
期間においてアドレス電極に印加されるパルスの立ち上がりおよび立ち下がりの回数が少
なくなるので、当該パルスの立ち上がり時および立ち下がり時に消費される電力を低減す
ることができる。
【００７３】
　一方、第２のサブフィールドのアドレス期間においてアドレス電極の電位が一定に保持
されることにより、表示すべき画像にかかわらず第２のサブフィールドにおいて全ての放
電セルが発光状態または非発光状態になるので、画像の輝度レベルに誤差が生じるが、第
１のサブフィールドにおいて複数の放電セルの数に対する同時に点灯させる放電セルの数
の割合または複数の放電セルのうち同時に点灯させる放電セルの数が予め設定されたしき
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い値を超える場合には、画像の平均輝度レベルが高くなる。したがって、画質の劣化はほ
とんど生じない。これらの結果、画質の劣化を防止しつつ表示装置の消費電力を十分に低
減させることが可能になる。
【００７４】
　また、第１のサブフィールドにおいて複数の放電セルの数に対する同時に点灯させる放
電セルの数の割合または複数の放電セルのうち同時に点灯させる放電セルの数に基づいて
アドレス電極の電位が制御されるので、表示パターンに関係なく消費電力を低減すること
ができる。つまり、様々な表示パターンにおいて表示装置の消費電力を十分に低減するこ
とができる。
【発明の効果】
【００７５】
　本発明によれば、画質の劣化を防止しつつ様々な表示パターンにおいて表示装置の消費
電力を十分に低減させることが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７６】
　以下の実施の形態では、本発明を表示装置の一例としてＰＤＰ（プラズマディスプレイ
パネル）を有するプラズマディスプレイ装置に適用した場合を説明する。
【００７７】
　（第１の実施の形態）
　（１）プラズマディスプレイ装置の全体構成
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の構成を示すブロ
ック図である。
【００７８】
　図１に示すプラズマディスプレイ装置は、Ａ／Ｄコンバータ（アナログ・デジタル変換
器）１、映像信号－サブフィールド対応付け器２、サブフィールド処理器３、データドラ
イバ４、スキャンドライバ５、サステインドライバ６、ＰＤＰ（プラズマディスプレイパ
ネル）７、サブフィールド点灯率測定器８およびブランク信号発生器９を備える。
【００７９】
　Ａ／Ｄコンバータ１には、アナログの映像信号ＶＤが入力される。Ａ／Ｄコンバータ１
は、アナログの映像信号ＶＤをデジタルの画像データに変換し、映像信号－サブフィール
ド対応付け器２へ出力する。
【００８０】
　映像信号－サブフィールド対応付け器２は、１フィールドを複数のサブフィールドに分
割して表示するため、１フィールドの画像データから各サブフィールドの画像データＳＰ
を作成し、サブフィールド処理器３およびサブフィールド点灯率測定器８へ出力する。
【００８１】
　サブフィールド点灯率測定器８は、サブフィールドごとの画像データＳＰから、ＰＤＰ
７上で同時に駆動される放電セル１４の点灯率を検出し、その結果をサブフィールド点灯
率信号ＳＬとしてブランク信号発生器９へ出力する。
【００８２】
　ここで、点灯率とは、独立に点灯／非点灯の状態に制御することができる放電空間の最
小単位を放電セルと呼ぶとすると、
　点灯率（％）＝（同時に点灯させる放電セルの数）／（ＰＤＰの全放電セル数）×１０
０
をいうものとする。例えば、ＰＤＰ７の全放電セル１４が同時に点灯する場合は、点灯率
が１００％で、全く放電していない場合は、点灯率が０％である。
【００８３】
　具体的には、サブフィールド点灯率測定器８は、映像信号－サブフィールド対応付け器
２によって生成されるサブフィールドごとの放電セル１４の点灯／非点灯を表わす１ビッ
ト情報に分解された映像信号情報を用いてすべてのサブフィールドの点灯率を別々に計算
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し、その結果をサブフィールド点灯率信号ＳＬとしてブランク信号発生器９へ出力する。
【００８４】
　例えば、サブフィールド点灯率測定器８は、内部にカウンタを備え、点灯／非点灯を表
わす１ビット情報に分解された映像信号情報が点灯を表わす場合にカウンタの値を１ずつ
増加させることにより点灯する放電セル１４の総数をサブフィールドごとに求め、これを
ＰＤＰ７のすべての放電セル１４の数で除算して点灯率を求める。
【００８５】
　サブフィールド処理器３は、サブフィールドごとの画像データＳＰからデータドライバ
駆動制御信号ＤＳ、スキャンドライバ駆動信号ＣＳおよびサステインドライバ駆動信号Ｕ
Ｓを作成し、それぞれデータドライバ４、スキャンドライバ５およびサステインドライバ
６へ出力する。
【００８６】
　また、サブフィールド処理器３は、サブフィールド番号ＳＮをブランク信号発生器９へ
出力する。
【００８７】
　ブランク信号発生器９は、サブフィールド点灯率信号ＳＬおよびサブフィールド番号Ｓ
Ｎに基づいてブランク信号ＢＬＫを作成し、データドライバ４へ出力する。
【００８８】
　ＰＤＰ７は、複数のアドレス電極（データ電極）１１、複数のスキャン電極（走査電極
）１２および複数のサステイン電極（維持電極）１３を含む。複数のアドレス電極１１は
、画面の垂直方向に配列され、複数のスキャン電極１２および複数のサステイン電極１３
は、画面の水平方向に配列されている。また、複数のサステイン電極１３は、共通に接続
されている。アドレス電極１１、スキャン電極１２およびサステイン電極１３の各交点に
は、放電セル１４が形成され、各放電セル１４が画面上の画素を構成する。
【００８９】
　データドライバ４は、ＰＤＰ７の複数のアドレス電極１１に接続されている。スキャン
ドライバ５は、スキャン電極１２ごとに設けられた駆動回路を内部に備え、各駆動回路が
ＰＤＰ７の対応するスキャン電極１２に接続されている。また、サステインドライバ６は
、ＰＤＰ７の複数のサステイン電極１３に接続されている。
【００９０】
　データドライバ４は、データドライバ駆動制御信号ＤＳおよびブランク信号ＢＬＫに従
い、アドレス期間において、画像データＳＰに応じてＰＤＰ７の該当するアドレス電極１
１に書き込みパルスを印加する。
【００９１】
　スキャンドライバ５は、スキャンドライバ駆動制御信号ＣＳに従い、アドレス期間にお
いて、シフトパルスを垂直走査方向にシフトしつつＰＤＰ７の複数のスキャン電極１２に
書き込みパルスを順に印加する。これにより、該当する放電セル１４においてアドレス放
電が行われる。
【００９２】
　また、スキャンドライバ５は、スキャンドライバ駆動制御信号ＣＳに従い、維持期間に
おいて、周期的な維持パルスＰｓｃをＰＤＰ７の複数のスキャン電極１２に印加する。
【００９３】
　一方、サステインドライバ６は、サステインドライバ駆動制御信号ＵＳに従い、維持期
間において、ＰＤＰ７の複数のサステイン電極１３に、スキャン電極１２の維持パルスＰ
ｓｃに対して１８０°位相のずれた維持パルスＰｓｕを同時に印加する。これにより、該
当する放電セル１４において維持放電が行われる。
【００９４】
　（２）データドライバの構成
　次に、図１のデータドライバ４について詳細に説明する。
【００９５】
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　図２は、図１のデータドライバ４の構成を示すブロック図である。
【００９６】
　図２に示すデータドライバ４は、シフトレジスタ４ａ、ラッチ回路４ｂ、出力制御回路
４ｃおよび高圧出力回路４ｄを備える。
【００９７】
　シフトレジスタ４ａには、クロック発生回路（図示せず）からクロック信号ＣＬＫが入
力されるとともに、図１のサブフィールド処理器３からデータドライバ駆動制御信号ＤＳ
がシリアルに入力される。シフトレジスタ４ａは、クロック信号ＣＬＫに応答して、シリ
アル入力されたデータドライバ駆動制御信号ＤＳをパラレルの駆動制御信号Ｓ１～Ｓｎに
変換して出力する。なお、ｎは任意の整数である。
【００９８】
　ラッチ回路４ｂには、ラッチイネーブル信号発生回路（図示せず）からラッチイネーブ
ル信号ＬＥが入力されるとともに、シフトレジスタ４ａから駆動制御信号Ｓ１～Ｓｎが入
力される。ラッチ回路４ｂは、ラッチイネーブル信号ＬＥに応答して駆動制御信号Ｓ１～
Ｓｎを駆動制御信号Ｑ１～Ｑｎとして出力するとともに駆動制御信号Ｑ１～Ｑｎを保持す
る。
【００９９】
　出力制御回路４ｃには、図１のブランク信号発生回路９からブランク信号ＢＬＫが入力
されるとともに、ラッチ回路４ｂから駆動制御信号Ｑ１～Ｑｎが入力される。出力制御回
路４ｃは、ブランク信号ＢＬＫに基づいて、駆動制御信号Ｑ１～Ｑｎをそのまま出力制御
信号Ｏ１～Ｏｎとして出力するかまたはローレベルに固定された出力制御信号Ｏ１～Ｏｎ
を出力する。
【０１００】
　高圧出力回路４ｄには、電圧Ｖｄａを受ける電源端子Ｖ１が接続されている。また、高
圧出力回路４ｄには、出力制御回路４ｃから出力制御信号Ｏ１～Ｏｎが入力される。高圧
出力回路４ｄは、出力制御信号Ｏ１～Ｏｎに応答して、電圧Ｖｄａのデータパルスを有す
るデータ信号Ｗ１～Ｗｎを図１の複数のアドレス電極１１にそれぞれ出力する。
【０１０１】
　ここで、１つの駆動制御信号Ｑｉ、ブランク信号ＢＬＫ、１つの出力制御信号Ｏｉおよ
び１つのデータ信号Ｗｉの関係について説明する。ここで、ｉは１～ｎのうち任意の整数
である。
【０１０２】
　図３は、駆動制御信号Ｑｉ、ブランク信号ＢＬＫ、出力制御信号Ｏｉおよびデータ信号
Ｗｉの関係を説明するための図である。
【０１０３】
　図３（ａ）に示すように、ブランク信号ＢＬＫがハイレベルである場合には、出力制御
回路４ｃは、駆動制御信号Ｑｉをそのまま出力制御信号Ｏｉとして出力する。この場合、
出力制御信号Ｏｉは、駆動制御信号ＱｉのパルスＰｑに対応するパルスＰｏを有する。高
圧出力回路４ｄは、出力制御信号ＯｉのパルスＰｏに応答して、電圧Ｖｄａのデータパル
スＰｄａを有するデータ信号Ｗｉをアドレス電極１１に出力する。
【０１０４】
　一方、図３（ｂ）に示すように、ブランク信号ＢＬＫがローレベルの場合は、出力制御
回路４ｃは、出力制御信号Ｏｉをローレベルに固定する。この場合、データ信号Ｗｉはデ
ータパルスＰｄａを有さず、０Ｖに保持される。
【０１０５】
　このように、本実施の形態においては、ブランク信号ＢＬＫのレベルを制御することに
よって、アドレス電極１１に電圧Ｖｄａを印加するか否かを選択することができる。
【０１０６】
　（３）サブフィールドの説明
　図１に示すプラズマディスプレイ装置では、階調表示駆動方式として、ＡＤＳ（Ａｄｄ
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ｒｅｓｓ　Ｄｉｓｐｌａｙ－Ｐｅｒｉｏｄ　Ｓｅｐａｒａｔｉｏｎ　：アドレス・表示期
間分離）方式が用いられている。
【０１０７】
　図４は、図１に示すプラズマディスプレイ装置に適用されるＡＤＳ方式を説明するため
の図である。なお、図４には、１本のサステイン電極１３、ｎ本のスキャン電極１２およ
び１本のアドレス電極１１に印加される駆動電圧が簡略的に示されている。また、図４で
は、駆動波形の立ち上がり時に放電を行う正極性のパルスの例を示しているが、立ち下が
り時に放電を行う負極性のパルスの場合でも基本的な動作は以下と同様である。
【０１０８】
　ＡＤＳ方式では、１フィールド（１／６０秒＝１６．６７ｍｓ）を複数のサブフィール
ドに時間的に分割する。本実施の形態においては、１フィールドをサブフィールドＳＦ１
～ＳＦ１１に分割する。
【０１０９】
　各サブフィールドＳＦ１～ＳＦ１１は、初期化期間Ｔ１、アドレス期間Ｔ２および維持
期間Ｔ３に分離され、初期化期間Ｔ１において各サブフィールドの初期化動作が行われ、
アドレス期間Ｔ２において点灯される放電セル１４を選択するためのアドレス放電が行わ
れ、維持期間Ｔ３において表示のための維持放電が行われる。
【０１１０】
　図４に示すように、初期化期間Ｔ１においては、複数のスキャン電極１２に初期セット
アップパルスＰｓｅｔが同時に印加される。その後、アドレス期間Ｔ２において、複数の
スキャン電極１２に書き込みパルスＰｗが順に印加され、この書き込みパルスＰｗに同期
してデータパルスＰｄａが選択されたアドレス電極１１に印加される。これにより、図１
のＰＤＰ７の選択された放電セル１４において順次アドレス放電が起こる。なお、初期化
期間Ｔ１における初期セットアップパルスＰｓｅｔは、全てのサブフィールドに印加され
る必要はなく、一部のサブフィールドにおいて印加されるものであってもよい。
【０１１１】
　次に、維持期間Ｔ３において、複数のスキャン電極１２に維持パルスＰｓｃが印加され
、サステイン電極１３に維持パルスＰｓｕが印加される。維持パルスＰｓｕの位相は、維
持パルスＰｓｃの位相に対して１８０°ずれている。これにより、アドレス期間Ｔ２でア
ドレス放電した放電セル１４において維持放電が起こる。
【０１１２】
　ここで、これらの維持パルスＰｓｕ，Ｐｓｃが印加される回数は、サブフィールドごと
に異なる。したがって、維持期間Ｔ３において行われる維持放電の回数もサブフィールド
ごとに異なる。それにより、各サブフィールドＳＦ１～ＳＦ１１がそれぞれ重み付けされ
ている。
【０１１３】
　なお、維持パルスＰｓｕと維持パルスＰｓｃとの位相のずれは１８０°でなくてもよく
、例えば、時間的に両方の維持パルスの一部が重なることがあってもよい。
【０１１４】
　図４の例では、サブフィールドＳＦ１において、サステイン電極１３に維持パルスＰｓ
ｕが１回印加され、スキャン電極１２に維持パルスＰｓｃが１回印加され、アドレス期間
Ｔ２において選択された放電セル１４が２回維持放電を行う。サブフィールドＳＦ２では
、サステイン電極１３に維持パルスＰｓｕが２回印加され、スキャン電極１２に維持パル
スＰｓｃが２回印加され、アドレス期間Ｔ２において選択された放電セル１４が４回維持
放電を行う。サブフィールドＳＦ３では、サステイン電極１３に維持パルスＰｓｕが４回
印加され、スキャン電極１２に維持パルスＰｓｃが４回印加され、アドレス期間Ｔ２にお
いて選択された放電セル１４が８回維持放電を行う。図４の例では、サブフィールドＳＦ
１～ＳＦ３の重み付け量をそれぞれ１、２および４としている。
【０１１５】
　各階調レベルは、各サブフィールドＳＦ１～ＳＦ１１の発光および非発光を組み合わせ
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ることにより表示することができる。なお、サブフィールドの分割数および重み付け量等
は、上記の例に特に限定されず、種々の変更が可能である。また、サブフィールドの時間
的な間隔は常に一定である必要はなく、サブフィールドの分割数、または重み付け量によ
って変更が可能である。
【０１１６】
　次に、本実施の形態に用いられるサブフィールドの具体例について説明する。
【０１１７】
　図５は、本実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置における階調表示の一例を示す
コーディング表である。なお、図５の第１行の「１」～「１１」はサブフィールドＳＦ１
～ＳＦ１１を示し、第２行はそれぞれサブフィールドＳＦ１～ＳＦ１１の重み付け量を示
す。また、左端の列は階調レベルを示す。また、図５では、各階調レベルにおける各サブ
フィールド欄の「１」は、発光を行うサブフィールドを示しており、「０」は、発光を行
わないサブフィールドを示している。
【０１１８】
　図５に示すように、サブフィールドＳＦ１～サブフィールドＳＦ１１の重み付け量は、
それぞれ１、２、４、６、１２、２２、３６、６０、８８、１２０および１６０であり、
各サブフィールドの重み付け量は、当該サブフィールドの維持期間Ｔ３における放電セル
１４の維持放電の回数に対応する。図５の例では、これらの各サブフィールドＳＦ１～Ｓ
Ｆ１１の発光および非発光を組み合わせることにより、０～５１１の階調レベルを表示し
ている。
【０１１９】
　例えば、階調レベル７を表示するには、サブフィールドＳＦ１、サブフィールドＳＦ２
およびサブフィールドＳＦ３の各維持期間Ｐ３においてそれぞれ維持放電（発光）を行う
。
【０１２０】
　（４）点灯率に基づく駆動制御
　次に、アドレス電極１１に印加される駆動電圧について詳細に説明する。
【０１２１】
　図５に示したコーディング表においては、サブフィールドＳＦ１～ＳＦ１１の発光およ
び非発光を組み合わせることにより階調レベル０から階調レベル５１１までを順に表示す
る場合、例えば、サブフィールドＳＦ３は階調レベル４の表示の際に初めて発光し、サブ
フィールドＳＦ５は階調レベル１４の表示の際に初めて発光する。
【０１２２】
　同様に、サブフィールドＳＦ１～ＳＦ１０は階調レベル１～３５１のいずれかの表示の
際に初めて発光し、サブフィールドＳＦ１１は階調レベル３５２の表示の際に初めて発光
する。すなわち、図５のコーディング表において各サブフィールドの発光および非発光の
状態の組み合わせを小さい階調レベルから大きい階調レベルに並べた場合に、サブフィー
ルドＳＦ１１が最後に発光状態となる。このように、各サブフィールドの発光および非発
光の組み合わせを階調レベルが増加する順に並べた場合に最後に発光状態となるサブフィ
ールドを最終サブフィールドＬＳＦと呼ぶ。
【０１２３】
　なお、最終サブフィールドＬＳＦは必ずしも１フィールド内で時間的に最後に位置する
必要はない。
【０１２４】
　上述したように、各サブフィールドの点灯率は、図１のサブフィールド点灯率測定器８
により測定されている。本実施の形態においては、このサブフィールド点灯率測定器８に
より測定された最終サブフィールドＬＳＦ（サブフィールドＳＦ１１）の点灯率が予め設
定されたしきい値を超える場合には、同じフィールドの最も重み付けの小さいサブフィー
ルドＳＦ１においてアドレス電極１１にデータパルスＰｄａを印加しない。この場合、サ
ブフィールドＳＦ１において放電セル１４は点灯しないが、最終サブフィールドＬＳＦの
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点灯率が高い場合には、画像（ＰＤＰ７）の平均輝度レベルが高くなっているので、視聴
者は画質の劣化をほとんど感じない。つまり、点灯率のしきい値を調整することにより、
サブフィールドＳＦ１が発光しないことによる画質の劣化を防止することができる。点灯
率のしきい値は、例えば４０％である。以下、その駆動方法について図面を用いて説明す
る。
【０１２５】
　図６は、最終サブフィールドＬＳＦの点灯率がしきい値を超えない場合のサブフィール
ドＳＦ１における信号および駆動電圧の一例を示したタイミングチャートであり、図７は
、最終サブフィールドＬＳＦの点灯率がしきい値を超える場合のサブフィールドＳＦ１に
おける信号および駆動電圧の一例を示したタイミングチャートである。
【０１２６】
　なお、図６および図７においては、複数のアドレス電極１１のうち一本のアドレス電極
１１の駆動電圧の一例を示している。また、複数のスキャン電極１２の駆動電圧をそれぞ
れ区別するために、それらに符号１２（１）～１２（ｎ）を付している。
【０１２７】
　図６および図７の例では、アドレス期間Ｔ２において、図２のラッチ回路４ｂから複数
のパルスＰｑを有する駆動制御信号Ｑｉが出力される場合について説明する。本例では、
複数のパルスＰｑは、１本おきのスキャン電極１２（１），１２（３），・・・，１２（
ｎ）に印加される書き込みパルスＰｗに同期している。
【０１２８】
　ここで、図１のサブフィールド点灯率測定器８により測定された同じフィールドの最終
サブフィールドＬＳＦの点灯率がしきい値を超えていない場合、図６に示すように、ブラ
ンク信号発生器９（図１参照）はアドレス期間Ｔ２においてブランク信号ＢＬＫをハイレ
ベルにする。このとき、出力制御回路４ｃ（図３参照）は、駆動制御信号Ｑｉをそのまま
出力制御信号Ｏｉとして出力する。この場合、出力制御信号Ｏｉは、駆動制御信号Ｑｉの
パルスＰｑに対応するパルスＰｏを有する。さらに、高圧出力回路４ｄ（図３参照）は、
出力制御信号ＯｉのパルスＰｏに応答して、電圧ＶｄａのデータパルスＰｄａを有するデ
ータ信号Ｗｉをアドレス電極１１に出力する。それにより、１本おきのスキャン電極１２
（１），１２（３），・・・，１２（ｎ）においてアドレス放電が発生し、維持期間Ｔ３
において放電セル１４が維持放電する。
【０１２９】
　一方、同じフィールドの最終サブフィールドＬＳＦの点灯率がしきい値を超える場合、
図７に示すように、ブランク信号発生器９（図１参照）はアドレス期間Ｔ２においてブラ
ンク信号ＢＬＫをローレベルで維持する。このとき、出力制御回路４ｃ（図３参照）は、
アドレス期間Ｔ２において出力制御信号Ｏｉをローレベルに固定する。この場合、データ
信号ＷｉはデータパルスＰｄａを有さず、０Ｖに保持される。それにより、アドレス電極
１１において、データパルスＰｄａの立ち上がりおよび立ち下がりに消費される電力がな
くなるので、プラズマディスプレイ装置の消費電力を低減することができる。なお、この
場合、全ての放電セル１４においてサブフィールドＳＦ１は発光しないが、画像の平均輝
度レベルが高いので、視聴者は画質の劣化をほとんど感じない。
【０１３０】
　このように、本実施の形態においては、最終サブフィールドＬＳＦの点灯率がしきい値
を超える場合には、同じフィールドの最も重み付けの小さいサブフィールドＳＦ１におい
て、アドレス電極１１にデータパルスＰｄａが印加されない。それにより、画質の劣化を
防止しつつプラズマディスプレイ装置の消費電力を十分に低減することができる。
【０１３１】
　また、点灯率に基づいてアドレス電極１１へのデータパルスＰｄａの印加が制御される
ので、表示パターンに関係なくプラズマディスプレイ装置の消費電力を低減することがで
きる。つまり、様々な表示パターンにおいてプラズマディスプレイ装置の消費電力を十分
に低減することができる。
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【０１３２】
　なお、最終サブフィールドＬＳＦの点灯率がしきい値を超えた場合に、データパルスＰ
ｄａを印加しないサブフィールドはサブフィールドＳＦ１に限定されない。例えば、サブ
フィールドＳＦ１およびサブフィールドＳＦ２においてデータパルスＰｄａを印加しなく
てもよく、サブフィールドＳＦ１～ＳＦ３においてデータパルスＰｄａを印加しなくても
よい。この場合においても、しきい値を調整することにより、画像の劣化を防止しつつ様
々な表示パターンにおいてプラズマディスプレイ装置の消費電力を十分に低減することが
できる。
【０１３３】
　（第２の実施の形態）
　第２の実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置が、第１の実施の形態に係るプラズ
マディスプレイ装置と異なるのは以下の点である。
【０１３４】
　図８は、本発明の第２の実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の構成を示すブロ
ック図であり、図９は図８のデータドライバ４の構成を示すブロック図である。
【０１３５】
　図８に示すように、本実施の形態においては、ブランク信号発生器９は、サブフィール
ド点灯率信号ＳＬおよびサブフィールド番号ＳＮに基づいてブランク信号ＢＬＫおよび強
制出力信号ＰＣを作成し、データドライバ４へ出力する。
【０１３６】
　また、図９に示すように、これらのブランク信号ＢＬＫおよび強制出力信号ＰＣはデー
タドライバ４の出力制御回路４ｃに入力される。
【０１３７】
　出力制御回路４ｃは、ブランク信号ＢＬＫおよび強制出力信号ＰＣに基づいて、駆動制
御信号Ｑ１～Ｑｎをそのまま出力制御信号Ｏ１～Ｏｎとして出力するか、ローレベルに固
定された出力制御信号Ｏ１～Ｏｎとして出力するか、または、ハイレベルに固定された出
力制御信号Ｏ１～Ｏｎとして出力する。
【０１３８】
　図１０は、駆動制御信号Ｑｉ、強制出力信号ＰＣ、ブランク信号ＢＬＫ、出力制御信号
Ｏｉおよびデータ信号Ｗｉの関係を示すための図である。
【０１３９】
　図１０（ａ）に示すように、強制出力信号ＰＣがローレベルでかつブランク信号ＢＬＫ
がハイレベルである場合は、出力制御回路４ｃは、駆動制御信号Ｑｉをそのまま出力制御
信号Ｏｉとして出力する。この場合、出力制御信号Ｏｉは、駆動制御信号ＱｉのパルスＰ
ｑに対応するパルスＰｏを有する。高圧出力回路４ｄは、出力制御信号ＯｉのパルスＰｏ
に応答して、電圧ＶｄａのデータパルスＰｄａを有するデータ信号Ｗｉをアドレス電極１
１に出力する。
【０１４０】
　一方、図１０（ｂ）に示すように、強制出力信号ＰＣがハイレベルでかつブランク信号
ＢＬＫがハイレベルの場合は、出力制御回路４ｃは、出力制御信号Ｏｉをハイレベルに固
定する。この場合、データ信号Ｗｉは電圧Ｖｄａに保持される。
【０１４１】
　また、図示はしないが、ブランク信号ＢＬＫがローレベルの場合は、強制出力信号ＰＣ
のレベルに関わらず、データ信号Ｗｉは０Ｖに保持される。
【０１４２】
　このように、本実施の形態においては、強制出力信号ＰＣおよびブランク信号ＢＬＫの
レベルを制御することによって、アドレス電極１１に電圧Ｖｄａを印加するか否かを選択
することができる。
【０１４３】
　図１１は、本実施の形態において、最終サブフィールドＬＳＦの点灯率がしきい値を超



(18) JP 4772033 B2 2011.9.14

10

20

30

40

50

える場合のサブフィールドＳＦ１における信号および駆動電圧の一例を示したタイミング
チャートである。
【０１４４】
　本実施の形態においては、アドレス期間Ｔ２において強制出力信号ＰＣおよびブランク
信号ＢＬＫがハイレベルの場合、図１１に示すように、出力制御回路４ｃ（図１０参照）
は、アドレス期間Ｔ２において出力制御信号Ｏｉをハイレベルに固定する。このとき、高
圧出力回路４ｄ（図１０参照）は、アドレス期間Ｔ２においてデータ信号Ｗｉを電圧Ｖｄ
ａに固定しアドレス電極１１に出力する。この場合、アドレス期間Ｔ２においてデータパ
ルスＰｄａの立ち上がりおよび立ち下がりの回数がそれぞれ１回となるので、データパル
スＰｄａの立ち上がり時および立ち下がり時に消費される電力を低減することができる。
なお、本実施の形態においては、最終サブフィールドＬＳＦの点灯率がしきい値を超える
場合、全ての放電セル１４においてサブフィールドＳＦ１が発光するが、画像の平均輝度
レベルが高いので、視聴者は画質の劣化をほとんど感じない。
【０１４５】
　このように、本実施の形態においては、最終サブフィールドＬＳＦの点灯率がしきい値
を超える場合には、同じフィールドの最も重み付けの小さいサブフィールドＳＦ１のアド
レス期間Ｔ２において電圧Ｖｄａを維持するデータパルスＰｄａが印加される。それによ
り、画質の劣化を防止しつつプラズマディスプレイの消費電力を十分に低減することがで
きる。
【０１４６】
　また、点灯率に基づいてアドレス電極１１へのデータパルスＰｄａの印加が制御される
ので、表示パターンに関係なくプラズマディスプレイ装置の消費電力を低減することがで
きる。つまり、様々な表示パターンにおいてプラズマディスプレイ装置の消費電力を十分
に低減することができる。
【０１４７】
　（その他の実施の形態）
　上記実施の形態においては、各サブフィールドは、発光の時間軸上で重み付け量が順に
増加するように配置されていたが、次のように各サブフィールドが配置されてもよい。
【０１４８】
　図１２は、プラズマディスプレイ装置における階調表示の他の例を示すコーディング表
である。図１２に示すコーディング表では、各サブフィールドは、サブフィールドＳＦ１
～ＳＦ９からなる第１のサブフィールド群とサブフィールドＳＦ１０～ＳＦ１４からなる
第２のサブフィールド群とに分けることができる。
【０１４９】
　第１のサブフィールド群においては、時間軸上で重み付け量が順に増加するようにサブ
フィールドＳＦ１～ＳＦ９が配置されている。同様に、第２のサブフィールド群において
も、時間軸上で重み付け量が順に増加するようにサブフィールドＳＦ１０～ＳＦ１４が配
置されている。なお、図１２の例においては、第１のサブフィールド群に続いて第２のサ
ブフィールド群のサブフィールドが順番に発光の状態となる。
【０１５０】
　このように、１フィールドを時間軸上で複数のサブフィールド群に分割するとともに各
サブフィールド群内で重み付け量が増加するように複数のサブフィールドを配置した場合
、表示フリッカーおよび動画擬似輪郭を防止することができる。
【０１５１】
　なお、図１２のコーディング表では、各サブフィールドの発光および非発光の状態の組
み合わせを小さい階調レベルから大きい階調レベルに並べた場合、階調レベル３２８にお
いて、階調レベル３２７以下の階調レベルを表示する際には発光することがなかったサブ
フィールドＳＦ９が最後に発光状態になる。つまり、図１２のコーディング表においては
、サブフィールドＳＦ９が最終サブフィールドＬＳＦになる。
【０１５２】
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　また、上記実施の形態においては、最終サブフィールドＬＳＦの点灯率に基づいてアド
レス電極１１に印加されるデータパルスＰｄａを制御しているが、最終サブフィールドＬ
ＳＦの点灯数に基づいてデータパルスＰｄａを制御してもよい。この場合、点灯数のしき
い値を設定することにより、上記の場合と同様の効果を得ることができる。
【０１５３】
　（請求項の各構成要素と実施の形態の各部との対応）
　上記実施の形態においては、サブフィールド点灯率測定器８が検出手段に相当し、最終
サブフィールドＬＳＦが第１のサブフィールドに相当し、サブフィールドＳＦ１が第２の
サブフィールドに相当し、第１のサブフィールド群および第２のサブフィールド群が複数
の範囲に相当する。
【産業上の利用可能性】
【０１５４】
　本発明は、種々の映像を表示するため等に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１５５】
【図１】図１は本発明の第１の実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の構成を示す
ブロック図
【図２】図２は図１のデータドライバの構成を示すブロック図
【図３】図３は駆動制御信号、ブランク信号、出力制御信号およびデータ信号の関係を説
明するための図
【図４】図４は図１に示すプラズマディスプレイ装置に適用されるＡＤＳ方式を説明する
ための図
【図５】図５は第１の実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置における階調表示の一
例を示すコーディング表
【図６】図６は最終サブフィールドの点灯率がしきい値を超えない場合のサブフィールド
における信号および駆動電圧の一例を示したタイミングチャート
【図７】図７は最終サブフィールドの点灯率がしきい値を超える場合のサブフィールドに
おける信号および駆動電圧の一例を示したタイミングチャート
【図８】図８は本発明の第２の実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の構成を示す
ブロック図
【図９】図９は図８のデータドライバの構成を示すブロック図
【図１０】図１０は駆動制御信号、強制出力信号、ブランク信号、出力制御信号およびデ
ータ信号の関係を説明するための図
【図１１】図１１は最終サブフィールドの点灯率がしきい値を超える場合のサブフィール
ドにおける信号および駆動電圧の一例を示したタイミングチャート
【図１２】図１２はプラズマディスプレイ装置における階調表示の他の例を示すコーディ
ング表
【図１３】図１３はＡＣ型ＰＤＰにおける放電セルの駆動方法を説明するための図
【図１４】図１４は従来のＡＣ型プラズマディスプレイ装置の基本構成を示すブロック図
【図１５】図１５は図１４の放電セルの模式的断面図
【図１６】図１６はＡＤＳ方式を説明するための図
【図１７】図１７は図１４のＰＤＰの各電極に印加される駆動電圧の一例を示すタイミン
グチャート
【図１８】図１８はサブフィールドにおける各放電セルの点灯状態の一例を示した模式図
【図１９】図１９は放電セルが図１８の状態である場合に、サブフィールドのアドレス期
間においてアドレス電極およびスキャン電極に印加される駆動電圧の一例を示したタイミ
ングチャート
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